
① 「 舞 姫 」 を 書 い て い る ト ヨ は エ リ ス と の 出 会 い を 後 悔 し て い る 。

② エ リ ス は ト ヨ と 交 際 す る た め に ト ヨ の 下 宿 に や っ て き た 。

③ ト ヨ は 下 宿 で 一 日 中 音 楽 を 聞 い て い た 。

④ 「 一 輪 の 名 花 を 咲 か せ た り 」 と は 、 エ リ ス が 美 し い 花 を 持 っ て 来 て く れ た こ と で あ る 。

⑤ ト ヨ は エ リ ス と い き な り 大 人 の 関 係 に な っ た 。

⑥ 留 学 生 は ト ヨ が 舞 姫 を ナ ン パ し て い る と 官 長 に チ ク く っ た 。

⑦ ト ヨ を 憎 ん で い た 官 長 は 慎 重 に 調 査 し た 。

⑧ ト ヨ は ク ビ に な り 、 直 ぐ に 帰 国 す れ ば 旅 費 は 出 す が 、 ド イ ツ に 残 留 す る な ら 一 切 の 援

助 を 断 ち 切 る と 言 い 渡 さ れ た 。

⑨ ト ヨ は 、 返 事 を 三 日 間 待 っ て も ら っ た 。

⑩ ト ヨ は 、 母 の 自 筆 の 手 紙 と 、 母 の 死 を 知 ら せ る 親 戚 の 手 紙 を 、 同 時 に 受 け 取 っ た 。

⑪ ト ヨ は 、 母 の 手 紙 を 読 ん で ニ ン マ リ し た 。

⑫ こ の 時 、 ト ヨ と エ リ ス は Ｈ な 関 係 に な っ て い た 。

⑬ エ リ ス 、 十 二 才 で 舞 姫 に な っ た 。

⑭ エ リ ス は 、 ハ ッ ク ス レ ン デ ル 座 の ナ ン バ ー １ で あ る 。

⑮ 舞 姫 は 、 舞 台 の 華 や か さ と は 反 対 に 、 ワ ー キ ン グ プ ア で 、 売 春 す る 者 も い た 。

⑯ エ リ ス が 売 春 し な か っ た の は 、 お と な し い 性 格 と 強 い 意 志 を 持 っ た 母 の お か げ で あ る 。

⑰ ト ヨ は エ リ ス に 読 書 や 言 葉 や 文 字 を 教 え る 、 親 子 の 関 係 に な っ た 。

⑱ ト ヨ は 、 ク ビ に な っ た 原 因 が エ リ ス に あ る こ と を エ リ ス に 話 し た 。

⑲ エ リ ス は 、 ト ヨ の ク ビ に シ ョ ッ ク を 受 け 、 す ぐ に 母 に 伝 え た 。

⑳ エ リ ス の 母 は 、 金 の 切 れ 目 が 縁 の 切 れ 目 と 思 っ て い た 。

 こ の 時 、 ト ヨ と エ リ ス は 男 と 女 の 関 係 に な っ た 。

 ト ヨ は こ の 時 初 め て エ リ ス に 愛 を 感 じ た 。

 ト ヨ は 、 自 分 の た め に 泣 い て く れ る エ リ ス の 乱 れ た 髪 の 美 し さ に 、 恍 惚 と な り 欲 情 を

抑 え ら れ な か っ た 。

 ト ヨ は 、 帰 国 し て エ リ ス と 別 れ た こ と を 後 悔 す る 生 活 を す る か 、 ド イ ツ に 残 っ て 生 活

費 も 得 ら れ な い 生 活 す る か 、 究 極 の 選 択 を 迫 ら れ た 。

 東 京 に い る 、 山 県 大 臣 の 秘 書 で あ る 親 友 の 相 沢 鎌 吉 が 、 新 聞 社 の 配 達 員 の 仕 事 を 紹 介

し て く れ た 。

 エ リ ス が 母 親 を 説 得 し て 、 ト ヨ の 下 宿 で 同 棲 す る よ う に な っ た 。

 二 人 は 貧 し く 苦 し い 生 活 を し て い た 。

 ト ヨ は 、 喫 茶 店 で ド イ ツ の 新 聞 を 読 み 、 翻 訳 し て 日 本 の 新 聞 社 に 記 事 を 送 っ た 。

 昼 過 ぎ に は 練 習 が 終 わ っ た エ リ ス が 喫 茶 店 に よ り 、 二 人 で 手 を つ な い で 帰 っ た 。

 ト ヨ は 、 政 治 や 文 学 や 美 術 の 記 事 を 書 き 、 雑 学 に は 強 く な っ た 。

 大 学 に 行 く こ と も な く な り 、 学 問 が で き な く な っ た こ と を 強 く 後 悔 し て い る 。


